
東急電鉄7000系UDスペース採用

1.はじめに
　ベビーカーと共用できる UD（ユニ
バーサルデザイン）スペースを設置し
た東急電鉄 池上・東急多摩川線用
7000 系が，2007 年 12 月より営業線に
投入された．同沿線は東急グループの
エリア戦略の中で成熟地帯とされ，子
育て世代の呼び戻しが計画に掲げられ
ている．
　7000 系で採用された UD スペース
は，立位で使用する 2 段手すりと，座
位で使用する 3 人掛クロスシートの組
み合わせで構成されており，（財）鉄
道総合技術研究所との共同研究成果で
ある．この共同研究では，鉄道の利用
実態調査を行い，現状の通勤近郊車両
では“ベビーカーの居場所がない”と
感じる利用者が多いという問題点を掘
り出し，ベビーカー利用者も活用でき
るスペースの検討から評価までを行っ
た．以下，その詳細について記載する．
2. UDスペースのレイアウト
　7000 系は，3 両編成で，一両 18m
の 3 扉車を採用している．図 1 に示す
ように UD スペースは，中間車の両車
端に配置し，3 カ所に 3 人掛クロスシー
ト（内，1 カ所は優先席）を，残りの
1 カ所に 2 段手すりの車イススペース
を配置している．
3. 2段手すり
　2 段手すりは，車いすスペースを立
位状態のベビーカー利用者などと共用
す る た め， 従 来 の 手 す り（ 高 さ
800mm）を上下 2 段化（1）することを考
え，側面と連結面に L 字に設置した．

（図 2）
　上段手すりは，ベビーカーの固定，
立席者の手すり，子供を抱いて腕を少
し休める場所などの機能を考慮した．
下段手すりは，車いす利用者の手すり，
軽く腰掛ける場所，物を置く場所など
の機能を考慮した．
　これらの機能を確認するため，振動
環境下での人間工学評価実験を実施し
た．その結果，ベビーカー利用者の
95.6％，一般乗客の 89.6％から 2 段手
すり設置への賛同を得た．また，手す
り高さについて，上段手すりは立位支
持具（2）として評価（図 3）し床面から
950mm とし，下段手すりは簡易腰掛
け（2）として評価（図 4）し床面から
700mm とした．
4. 3人掛クロスシート（図 5）
　本研究では，ベビーカー利用者が座
位状態で利用する UD スペースを検討
するため，4 人掛の跳ね上げボックス
シートを使い，体感評価を実施した．
図 6 に現状に対するベビーカー利用者
の選好率評価結果を示す．結果，選好

率では，ベビーカーを保護者の前の通
路側に置く「通路側，保護者の前」が
64.3％でいちばん多かった．また，4
人掛の跳ね上げボックスシートでは，
ベビーカーと保護者とで“2 座席を占
有することに対する気兼ね”を指摘す
る自由意見もあった．そこで，あらか
じめベビーカーなどを置くスペースを
考慮した3人掛クロスシートを発案した．
　7000 系中間車は，3 扉車で車端部が
1 740mm と十分取れることもあり，
五反田 ･ 多摩川寄り車端部に 3 人掛ク
ロスシートを点対称に配置した．この
3 人掛クロスシートは，左右の腰掛け
間を 1 100mm 取ることができ，大人
2 人が同時に通行することが可能とな
るため，朝夕のラッシュ時の乗降性改
善にも寄与している．さらに，車いす
利用者が介助者と並んで座ることや，
大きな手荷物を置くこともできるとい
う効果もある．つまり，3 人掛クロス

シートは，さまざまな乗車目的の乗客
に対応できると考えている．
5. 今後の取り組み
　ヨーロッパでは高齢者や障害者の車
いすと同様にベビーカー利用者に配慮
するのが一般的という．今後は，この
ような移動制約者の利便性を改善する
とともに，さまざまな用途に対応でき
る UD スペースについて，改良を加え
ながら普及に努めたい．
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図 6　�現状に対するベビーカー利用者の選好率評価
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図 2　2段手すり

図 4　簡易腰掛としての評価
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図 3　立位の支持具としての評価

図 5　3人掛クロスシート
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